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今月の
　記念日

　あなたはニール・ヤングを知っていますか。60年代から活動しウッドストックに
も出演し、米国社会の矛盾を鋭く追及してきたフォーク・ロック界のレジェンドで
す。政治的発言も厭わず、入国拒否もおそれず、暴走するトランプ政権に対しても
厳しい姿勢は貫かれています。世の中は変化しますが、平和と自由を愛する姿勢は
変わりません。自治体もDXだAIだなどと変化が強調されていますが、効率第一で
はなく、住民によりそう姿勢を貫きたいものです。

　1800年（寛政12年）４月19日、伊能忠敬（いのうただたか）が蝦夷地の測量に出発。その後16年に
わたって全国を測量して歩き、本格的な日本全土の実測地図である『大日本沿海輿地全図』を完成さ
せました。この日は「地図の日」（最初の一歩の日）として、チャレンジ精神を称える日とされてい
ます。

４月19日
地図の日

（最初の一歩の日）

　

壊
れ
か
け
た
家
族
の
再
生
を
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
劇
に
重
ね
て
描
い
た
作
品
。
ア
メ
リ

カ
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
郊
外
の
街
で
暮
ら
す
一
家
、

建
設
作
業
員
の
父
ダ
ン
と
母
シ
ャ
ロ
ン
、
思

春
期
の
娘
デ
イ
ジ
ー
は
、
家
族
に
起
こ
っ
た

不
幸
な
出
来
事
の
た
め
、
や
り
場
の
な
い
悲

し
み
や
怒
り
を
心
の
奥
底
に
抱
え
、
互
い
の

気
持
ち
が
通
じ
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
作
業
現
場
で
怒
り
を
爆
発
さ
せ
た

ダ
ン
に
、
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の
リ
タ

が
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
劇
に
参

加
す
る
よ
う
声
を
か
け
て
き
ま
す
。
演
劇
経

験
ゼ
ロ
の
ダ
ン
で
し
た
が
、
リ
タ
の
強
引
な

誘
い
に
負
け
家
族
に
内
緒
で
稽
古
に
参
加
、

次
第
に
個
性
豊
か
な
仲
間
と
の
稽
古
を
楽
し

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
突
然
の
配
役

変
更
で
ダ
ン
が
ロ
ミ
オ
役
を
演
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
恋
人
た
ち
の
悲
し
い
結
末
に

彼
自
身
の
辛
い
体
験
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
ロ

ミ
オ
役
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一

方
、
父
の
行
動
を
怪
し
ん
だ
娘
は
ダ
ン
の
跡

を
つ
け
…
。

10
代
の
少
年
少
女
の
恋
物
語
と
し
て
有
名

な
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
中
年
の

男
女
が
演
じ
る
な
ん
て
、
と
驚
き
ま
し
た

が
、
演
ず
る
こ
と
で
自
ら
の
心
の
傷
に
向
か

い
合
い
、
救
わ
れ
る
家
族
の
物
語
だ
と
わ
か

り
納
得
し
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
の
キ
ー

ス
・
カ
プ
フ
ェ
ラ
ー
が
、
男
で
あ
る
が
ゆ
え

に
弱
み
や
感
情
を
表
に
出
す
こ
と
が
で
き
ず

一
人
で
苦
し
む
ダ
ン
の
微
妙
な
心
の
動
き
を

繊
細
に
演
じ
ま
し
た
。
更
に
キ
ー
ス
の
実
際

の
妻
と
娘
が
シ
ャ
ロ
ン
と
デ
イ
ジ
ー
を
演
じ

ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
機
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
劇
に
親
し
む
の
も
お
薦
め
か
と
。

　

２
０
２
５
年
７
月
大
阪
で
公
開
。 つくねと大根の煮物椀

富田林市職労　現業支部保育園

協力：現業評議会・給食部会

知らなかった３・11大惨事
いのちを守る防災対策の強化を

作り方

①れんこんと人参は粗みじん切りにする。
②ボウルにミンチと塩を入れよく混ぜ、①、片栗粉も加えて更によく混
ぜる。
③大根はいちょう切り、白菜は３㎝位に切っておく。
④だし汁にＡを入れて煮立て、②を一口大にすくって入れる。アクをと
り、火を弱め大根を入れ煮込む。最後に白菜を加えてさっと煮る。

材料（５人分）

■ 鶏ミンチ300ｇ、れんこん100ｇ、人参85ｇ、塩少々、片栗粉12ｇ、大
根500ｇ、白菜380ｇ、だし汁1400ｇ、Ａ（薄口しょうゆ54ｇ、塩５ｇ、
みりん76ｇ）

大阪自治労連の
災害支援ボランティア ４

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
か
月
後
、
自
治

労
連
青
年
部
の
呼
び
か
け
で
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
大
阪
か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

陸
前
高
田
市
に
向
か
う
バ
ス
か
ら
緑
の
田

畑
が
見
え
、
自
然
豊
か
な
景
色
が
広
が
り

ま
す
。
し
か
し
、「
自
治
労
連
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
向
か
う
道
の
り
で
景
色
が
一

変
。
広
が
る
大
地
に
、
緑
色
も
家
や
建
物

も
街
も
な
く
、
驚
き
を
隠
せ
ず
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た

自
治
体
の
職
員
は
「
被
災
し
た
市
民
の
要

望
を
聞
い
て
、
勤
務
時
間
が
あ
っ
て
な
い

よ
う
な
も
の
。
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
働
き

通
し
で
す
」
と
疲
弊
す
る
市
職
員
の
姿
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
役
員
か

ら
「
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
遅
い
。

災
害
時
の
職
員
体
制
や
時
間
外
勤
務
の
取

り
扱
い
な
ど
、
当
局
と
十
分
に
話
し
あ
う

こ
と
が
必
要
」
と
労
働
組
合
の
役
割
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
15
年
が
経
過
し
て
も
「
住
民

の
い
の
ち
を
守
る
た
め
必
要
な
災
害
対
策

の
抜
本
的
な
強
化
」
と
い
う
状
況
に
は
程

遠
く
、
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
２
０
１
２
年
６
月
23

日
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
自
治
体

の
防
災
担
当
者
と
の
懇
談
を
も
と
に
提
言

を
ま
と
め
て
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
運
動
学

習
交
流
集
会
で
報
告
す
る
な
ど
、
住
民
と

の
共
同
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
悲
劇
に
重
ね
て

心
に
傷
を
お
っ
た
家
族
の
再
生
を
描
く

「
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
灯
」

「
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
灯
」

2011・３・11
東日本大震災
（後編）

2011年６月　自治労連「岩手全国支援センター」に
大阪自治労連青年部メンバーも参加　　　　　　　
年年 自治労治労連「「岩手全 支援 」

「防災まちづくり研究会」で報告する大阪
自治労連の渡辺真千書記次長（当時）　
「防災 づ 究会」 報告 大

変わりつづけるからこそ、
変わらずに生きてきた

（ ）
ニール・ヤング
カナダ出身ロックミュージシャン
　1945年～


